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町
長
あ
い
さ
つ

輝きを未来へ繋ぐために
　～自然のめぐみと不屈のこころ～

金山町長　押部　源二郎

令
和
７
年
、
金
山
町
は
合
併
70
周
年
の
佳
節
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。

合
併
当
時
は
只
見
川
電
源
開
発
事
業
の
最
盛
期

で
あ
り
、人
口
が
１
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
や
高
齢
化
率
は
60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
昭
和

52
年
の「
自
然
教
育
村
宣
言
」、平
成
２
年
に
は「
妖

精
の
里
」
開
村
宣
言
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
イ

メ
ー
ジ
を
大
き
く
刷
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
健

事
業
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

で
は
、
只
見
線
が
運
行
停
止
す
る
と
い
う
未
曽
有

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
一
丸
と

な
っ
た
不
屈
の
精
神
で
、
見
事
に
立
ち
直
り
、
復

興
を
遂
げ
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
文
化
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
皆
が
共
に
支
え
あ
い
、
笑
顔

と
希
望
に
満
ち
た
金
山
町
を
創
造
す
る
た
め
、
町

民
の
皆
様
と
共
に
、
次
の
70
年
に
向
け
て
力
強
く

歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

C O N T E N T S

未来の
  「合併80周年・90周年」を
　　　　　　　   見据えて

金山町議会議長　五ノ井　義一

金
山
町
は
、
昭
和
30
年
３
月
、
横
田
村
、
本

名
村
、川
口
村
、沼
沢
村
の
「
４
村
」
が
合
併
し
、

本
年
合
併
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

急
務
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
少
子
・
高
齢
化

や
人
口
減
少
対
策
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
に
優

し
い
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
、

次
世
代
を
担
う
若
者
・
子
育
て
世
代
の
支
援
等

は
最
優
先
課
題
で
す
が
、
10
年
、
20
年
先
の
未

来
を
見
据
え
て
の
町
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
」。
町
に
は
天
然
炭

酸
温
泉
等
の
天
然
温
泉
、
霧
幻
峡
、
沼
沢
湖
、

癒
し
の
森
等
数
多
く
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
町
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
へ
、

そ
し
て
移
住
・
定
住
へ
と
結
び
つ
け
る
施
策
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま

す
。合

併
70
周
年
を
良
い
機
会
と
捉
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
未
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

70の中には、ずっと変わらな
い四季の美しさ、観光資源、未
来へと続く只見線など、金山
町の魅力と素晴らしさを込め
たデザインとなっています。
ロゴデザイン：大竹惠子

金山町の「カ」の字を天に、
「山」の字を地に図案化したも
ので、町民の和と積極的に町
づくりに取り組む姿勢を表し
ています。
（昭和41年３月１日制定）
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６
月
●

川
口
小
学
校
体
育
館
落
成

１０
月
●

国
鉄
只
見
線
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
準
急
あ
い
づ
号
運
転

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
７
，
５
８
６
人

３
月
●

町
章
制
定

●

放
送
文
化
都
市
宣
言
を
行
う

１１
月
●

林
道
上
井
草
橋
完
成

12
月
●

川
口
に
町
内
初
の
常
設
保
育
所
開
設

●

Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
金
山
中
継
局
・
金
山
中
継
局
開
局

４
月
●

渡
邉
利
一
郎
町
長
就
任

６
月
●

町
営
玉
梨
放
牧
場
開
設

９
月
●

Ｎ
Ｈ
Ｋ
西
金
山
中
継
局
開
局

４
月
●

横
田
中
学
校
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
完
成

５
月
●

東
京
金
山
会
誕
生

６
月
●

黒
鉱
開
発
本
格
的
ボ
ー
リ
ン
グ
始
ま
る

７
月
●

沼
沢
地
区
に
学
生
村
開
設

９
月
●

川
口
駅
前
の
農
協
ビ
ル
開
設

10
月
●

福
島
テ
レ
ビ
東
金
山
中
継
局
開
局

４
月
●

福
島
テ
レ
ビ
西
金
山
中
継
局
開
局

８
月
●

診
療
所
に
歯
科
開
設

●

未
曾
有
の
集
中
豪
雨
災
害
発
生　

死
者
８
名

家
屋
の
全
壊
流
出
22
棟

水
沼
橋
流
出　

大
岐
部
落
壊
滅　

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る

12
月
●

雪
上
車
運
行
開
始

●

山
村
振
興
法
指
定

９
月
●

町
の
祭
礼
日
９
月
５
日
に
統
一

●

米
の
生
産
調
整
始
ま
る

10
月
●

田
代
鉱
山
操
業
開
始

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
６
，
５
１
１
人

12
月
●

大
岐
８
戸
が
横
田
に
、
沼
ノ
又
10
戸
が
大
塩
に
集
落
移
転

４
月
●

鉱
山
廃
液
に
よ
る
公
害
問
題
発
生

●

長
谷
川
源
太
郎
町
長
就
任

８
月
●

会
津
若
松
・
小
出
間
が
国
鉄
只
見
線
と
し
て
全
線
開
通

１１
月
●

福
島
テ
レ
ビ
金
山
中
継
局
開
局

●

水
沼
橋
完
成

●

町
議
会
議
員
定
数
18
人
と
な
り
初
の
改
選

●

地
域
集
団
電
話
開
通（
５
５
５
台
）

12
月
●

川
口
中
学
校
寄
宿
舎
完
成

３
月
●

沼
沢
・
川
口
・
本
名
・
横
田
の
４
ヶ
村
が
合
併
し
金
山
村
と
な
る

４
月
●

渡
邉
利
一
郎
氏
初
代
町
長
に
就
任

９
月
●

金
山
村
公
民
館
創
設

10
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
９
，
５
５
５
人

12
月
●

議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
２２
人
の
村
会
議
員
が
誕
生

４
月
●

大
志
地
区
中
学
校
・
橋
立
地
区
小
学
校
の
学
区
変
更

●

地
方
財
政
再
建
団
体
に
指
定

９
月
●

国
鉄
会
津
線（
現
只
見
線
）川
口
ま
で
開
通

３
月
●

金
山
村
農
業
協
同
組
合
発
足

４
月
●

西
谷
地
区
小
学
校
・
橋
立
地
区
中
学
校
の
学
区
変
更

４
月
●

町
制
施
行
に
よ
り
金
山
町
と
な
る

４
月
●

太
郎
布
地
区
中
学
校
・
山
中
地
区
小
中
学
校
の
学
区
変
更

●

渡
部
文
衛
町
長
就
任

８
月
●

川
口
・
田
島
間
、
横
田
・
布
沢
間
、
小
栗
山
・
宮
下
間
の
道
路
が
県
道
に
編
入

●

横
田
鉱
山
操
業
開
始

１０
月
●

国
勢
調
査
人
口
１
０
，
１
１
９
人
と
な
る

１
月
●

県
立
川
口
高
校
校
舎
新
築
落
成

12
月
●

滝
発
電
所
完
成

１
月
●

金
山
町
商
工
会
発
足

４
月
●

地
方
財
政
再
建
団
体
の
指
定
解
除

●

中
川
地
区
中
学
校
の
学
区
変
更

４
月
●

各
旧
村
に
公
民
館
設
置

●

三
更
地
区
で
山
崩
れ
頻
発
し
、
秋
ま
で
に
民
家
７
戸
移
転

８
月
●

川
口
・
只
見
間
の
資
材
運
搬
線
が
国
鉄
只
見
線
と
し
て
営
業
開
始

４
月
●

沼
沢
・
横
田
両
支
所
廃
止

●

三
更
地
区
ブ
ナ
坂
が
大
崩
落
し
、
の
ち
分
散
移
転

５
月
●

広
報
か
ね
や
ま
発
刊

６
月
●

東
洋
大
学
学
生
寮
「
只
見
川
荘
」
落
成

７
月
●

川
口
金
洗
地
区
に
国
保
診
療
所
開
設

２
月
●

国
鉄
只
見
線
に
本
名
・
越
川
・
大
塩
駅
が
新
設

３
月
●

只
見
ま
で
の
沼
田
街
道
が
国
道
２
５
２
号
と
な
る

５
月
●

合
併
１０
周
年
記
念
式
典

１
９
５
５（
昭
和
30
）年

１
９
５
６（
昭
和
31
）年

１
９
５
７（
昭
和
32
）年

１
９
５
８（
昭
和
33
）年

１
９
５
９（
昭
和
34
）年

１
９
６
０（
昭
和
35
）年

１
９
６
１（
昭
和
36
）年

１
９
６
２（
昭
和
37
）年

１
９
６
３（
昭
和
38
）年

１
９
６
４（
昭
和
39
）年

１
９
６
５（
昭
和
40
）年

１
９
６
６（
昭
和
41
）年

１
９
６
７（
昭
和
42
）年

１
９
６
８（
昭
和
43
）年

１
９
６
９（
昭
和
44
）年

１
９
７
０（
昭
和
45
）年

３
月
●

農
業
構
造
改
善
事
業
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
指
定

●

横
田
鉱
山
休
山

９
月
●

新
国
縫
製
工
場
西
部
で
操
業
開
始

●

町
内
で
初
の
百
歳
者
誕
生

10
月
●

横
田
中
学
校
体
育
館
完
成

11
月
●

金
山
町
観
光
協
会
設
立

１
月
●

中
川
に
広
域
消
防
出
張
所
設
置

３
月
●

金
山
町
振
興
計
画
策
定

５
月
●

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

８
月
●

沼
沢
湖
水
ま
つ
り
開
始

●

水
沼
に
共
同
被
服
株
式
会
社
会
津
工
場
操
業
開
始

９
月
●

国
道
２
５
２
号
全
線
開
通

●

田
代
鉱
山
閉
鎖

●

滝
沢
に
日
本
大
理
石
株
式
会
社
金
山
工
場
操
業
開
始

11
月
●

川
口
局
電
話
完
全
自
動
化

12
月
●

湯
倉
橋
完
成

●

小
栗
山
に
奥
只
見
国
際
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

●

民
宿
16
軒
開
業

●

沼
沢
湖
周
辺
が
自
然
休
養
村
に
指
定

２
月
●

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
荘
」
オ
ー
プ
ン

３
月
●

国
道
２
５
２
号
で
土
砂
崩
れ
事
故
発
生
町
民
３
人
死
亡
、
１
人
重
傷

●
「
金
山
町
史
」
上
巻
発
刊

10
月
●

国
鉄
只
見
線
の
蒸
気
機
関
車
廃
止

３
月
●

金
山
町
森
林
組
合
が
両
沼
西
部
森
林
組
合
に
合
併

４
月
●

長
谷
川
源
太
郎
町
長
再
選

10
月
●

只
見
川
電
源
開
発
の
後
遺
症
を
解
決
す
る
た
め
東
北
電
力
と
協
定
締
結

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
５
，
２
１
８
人

３
月
●
「
金
山
町
史
」
下
巻
発
刊

４
月
●

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る

８
月
●

町
の
木
、
花
、
鳥
選
定

９
月
●

開
発
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
合
併
20
周
年
記
念
式
典
記
念
行
事
実
施

４
月
●

川
口
小
・
玉
梨
小
が
統
合
し
川
口
小
学
校
と
な
る

●

横
田
小
・
山
入
分
校
・
大
塩
小
が
統
合
し
横
田
小
学
校
と
な
る

５
月
●

沼
沢
に
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

６
月
●

第
二
沼
沢
発
電
所
工
事
着
工

11
月
●

川
口
に
商
工
会
館
開
設

１
９
７
１（
昭
和
46
）年

１
９
７
２（
昭
和
47
）年

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

１
９
７
４（
昭
和
49
）年

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

●

早
三
橋
が
完
成

●

ス
キ
ー
場
に
ジ
ャ
ン
プ
台
建
設

４
月
●

沼
沢
・
川
口
両
中
学
校
が
統
合
し
第
一
中
学
校
と
な
る　

新
校
舎
も
完
成

●

旧
五
十
島
家
住
宅
が
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定

●

中
川
に
民
俗
資
料
館
完
成

９
月
●

大
栗
山
・
沼
沢
間
の
町
道
が
舗
装
に
な
る

１０
月
●

渡
部
義
博
町
長
就
任

11
月
●

西
部
橋
完
成

10
月
●

横
田
地
区
の
農
協
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
操
業
開
始

６
月
●

診
療
所
歯
科
休
診

１０
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
４
，
７
９
０
人

12
月
●

横
田
小
学
校
新
校
舎
完
成

●

三
条
集
落
移
転
決
定

４
月
●

水
沼
小
・
沼
沢
小
・
中
川
小
・
川
口
小
が
統
合
し
、新
築
校
舎
で
金
山
小
学
校
と
な
る

●

県
道
田
島
・
金
山
線
が
国
道
４
０
０
号
に
昇
格

６
月
●

金
山
町
観
光
物
産
協
会
発
足

10
月
●

第
二
沼
沢
発
電
所
の
１
号
機
運
転
開
始

４
月
●

県
立
川
口
高
校
の
新
校
舎
完
成

５
月
●

役
場
新
庁
舎
の
完
成　

業
務
開
始

●

第
二
沼
沢
発
電
所
完
成

７
月
●

羽
生
市
と
友
好
都
市
宣
言

10
月
●

渡
部
義
博
町
長
再
選

●

峰
越
林
道
の
開
通

11
月
●

旧
沼
沢
小
学
校
校
舎
で
沼
沢
湖
山
荘
が
営
業
開
始

４
月
●

新
林
業
構
造
改
善
事
業
開
始

９
月
●

第
一
中
学
校
運
動
場
に
夜
間
照
明
設
備
完
成

５
月
●

新
診
療
所
完
成　

診
療
開
始

１０
月
●

第
１
回
町
民
運
動
会
開
催

１
月
●

中
川
で
東
京
ピ
ジ
ョ
ン
金
山
精
工
操
業
開
始

３
月
●

町
民
憲
章
・
町
民
の
歌
・
金
山
音
頭
を
制
定

４
月
●

町
民
体
育
館
完
成

７
月
●

合
併
３０
周
年
記
念
式
典

１０
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
４
，
２
８
２
人

１
９
７
６（
昭
和
51
）年

１
９
７
７（
昭
和
52
）年

１
９
７
８（
昭
和
53
）年

１
９
７
９（
昭
和
54
）年

１
９
８
０（
昭
和
55
）年

１
９
８
１（
昭
和
56
）年

１
９
８
２（
昭
和
57
）年

金山町大年表1955-1985（昭和30年−昭和60年）

１
９
８
３（
昭
和
58
）年

１
９
８
４（
昭
和
59
）年

１
９
８
５（
昭
和
60
）年
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４
月
●

上
野
原
農
地
に
作
付
け
開
始

７
月
●

玉
梨
小
学
校
を
改
装
し
た
自
然
教
育
村
会
館
が
オ
ー
プ
ン

10
月
●

長
谷
川
恒
雄
町
長
就
任

３
月
●

会
津
川
口
駅
に
金
山
町
農
協
・
川
口
郵
便
局
を
合
築
し
た
民
衆
駅
が
業
務
開
始

４
月
●

会
津
か
ね
や
ま
振
興
公
社
設
立

11
月
●

滝
沢
で
東
京
ピ
ジ
ョ
ン
福
島
管
理
セ
ン
タ
ー
操
業
開
始

●

診
療
所
の
融
雪
道
路
完
成

４
月
●

社
会
福
祉
法
人
金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

●

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

８
月
●

社
会
福
祉
法
人
か
ね
や
ま
福
祉
会
設
立

４
月
●

中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業
計
画
の
開
始

●

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
」
オ
ー
プ
ン（
30
床
）

６
月
●

株
式
会
社
金
山
製
作
所
操
業
開
始

８
月
●

妖
精
の
里
づ
く
り
を
宣
言

10
月
●

川
口
ト
ン
ネ
ル
・
川
口
橋
が
開
通

●

長
谷
川
恒
雄
町
長
無
投
票
で
再
選

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
３
，
９
４
５
人

４
月
●

防
災
行
政
無
線
が
完
成

５
月
●

大
蛇
が
完
成　

８
月
の
湖
水
ま
つ
り
に
登
場

12
月
●

定
数
14
人
に
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
は

無
投
票
で
新
議
員
誕
生

４
月
●

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
こ
ぶ
し
館
」
開
館

５
月
●

大
蛇
資
料
館
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
妖
精
の
小
径
が
そ
ろ
っ
て
オ
ー
プ
ン

12
月
●

太
郎
布
に
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
ラ
ン
ド
が
開
設

４
月
●

新
横
田
保
育
所
完
成

５
・
６
月

●

映
画
「
あ
ひ
る
の
う
た
が
き
こ
え
て
く
る
よ
」
沼
沢
湖
周
辺
で
撮
影

９
月
●

妖
精
美
術
館
開
館

４
月
●

本
名
小
学
校
が
金
山
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る

９
月
●

須
田
先
生
が
金
山
町
名
誉
町
民
に

10
月
●

町
内
の
会
津
バ
ス
３
路
線
の
廃
止
に
伴
い
町
営
バ
ス
の
運
行
開
始

●

長
谷
川
恒
雄
町
長
無
投
票
で
三
選

３
月
●

若
者
向
町
営
住
宅
「
カ
ッ
コ
ウ
ハ
ウ
ス
」
完
成

６
月
●

吹
上
町（
現
・
鴻
巣
市
）と
友
好
都
市
宣
言

10
月
●

か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
50
床
に
増
床

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
３
，
５
１
１
人

12
月
●

町
営
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

３
月
●

新
川
口
保
育
所
完
成

７
月
●
「
む
つ
み
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」、
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
・
名
誉
賞
受
賞

９
月
●

会
津
地
方
防
災
訓
練
が
金
山
町
で
開
催

●

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
結
成

３
月
●

友
好
都
市
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結

８
月
●

妖
精
美
術
館
の
入
館
者
が
５
万
人
達
成

３
月
●

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
誕
生

５
月
●

国
道
２
５
２
号
本
名
バ
イ
パ
ス
開
通

７
月
●

県
立
川
口
高
校
創
立
50
周
年

10
月
●

斎
藤
勇
一
町
長
が
就
任

12
月
●

町
営
ス
キ
ー
場
の
太
郎
布
ゲ
レ
ン
デ
及
び
あ
す
な
ろ
館
オ
ー
プ
ン

10
月
●

松
坂
峠
ト
ン
ネ
ル
化
目
指
し
、
横
田
地
区
と
明
和
地
区
の
交
流
会
開
催

３
月
●

名
誉
町
民
の
須
田
透
氏
が
逝
去

●

町
道
中
川
・
大
栗
山
線
の
木
冷
橋
完
成

４
月
●

携
帯
電
話（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）使
用
開
始

10
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
３
，
２
０
４
人

４
月
●

第
３
次
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト

●

横
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
横
田
出
張
診
療
所
が
併
設
）開
所

８
月
●

上
横
田
の
滝
沢
医
院
が
閉
院

１０
月
●

Ｊ
Ｒ
只
見
線
開
通
30
周
年
、
Ｓ
Ｌ
記
念
運
行

11
月
●

横
田
地
区
に
Ｆ
Ｍ
中
継
局
が
開
局

３
月
●

芸
能
伝
承
館
「
ふ
る
さ
と
む
か
し
館
」
が
完
成

４
月
●

大
沼
西
部
地
方
３
町
村
合
併
検
討
協
議
会
が
設
立（
平
成
15
年
３
月
解
散
）

６
月
●

田
沢
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
が
供
用
開
始

●

四
季
彩
橋
が
完
成

10
月
●

斎
藤
勇
一
町
長
再
選

３
月
●

国
道
２
５
２
号
西
谷
橋
開
通

●

沼
沢
漁
業
協
同
組
合
発
足

９
月
●

多
目
的
体
育
施
設
「
御
神
楽
館
」
完
成

11
月
●

定
数
12
人
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
新
議
員
が
誕
生

12
月
●

横
田
地
区
で
携
帯
電
話
使
用
可
能
と
な
る

１
月
●

両
沼
５
町
村
合
併
協
議
会
発
足（
９
月
解
散
）

７
月
●

豪
雨
災
害
に
よ
り
町
内
各
所
で
土
砂
崩
れ

●

上
井
草
橋
開
通

８
月
●

福
島
県
市
町
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
金
山
町
チ
ー
ム
が
優
勝

９
月
●

会
津
心
水
株
式
会
社
が
操
業
開
始

10
月
●

新
潟
県
中
越
地
震
発
生
、
町
内
で
も
道
路
陥
没
な
ど
多
数
の
被
害

11
月
●

㈱
Ｊ
Ｐ
ハ
イ
テ
ッ
ク
金
山
流
木
再
生
プ
ラ
ン
ト
が
操
業
開
始

３
月
●

金
山
町
合
併
50
周
年

●

川
口
交
換
局
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
開
通

６
月
●

旧
上
井
草
橋
落
橋
事
故
発
生
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
一
時
不
通

７
月
●

椎
名
誠
写
真
館
オ
ー
プ
ン

10
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
２
，
８
３
４
人

８
月
●

広
報
か
ね
や
ま
５
０
０
号
発
行

９
月
●

広
報
か
ね
や
ま
縮
刷
版
第
４
巻
発
行

10
月
●

長
谷
川
律
夫
町
長
が
就
任

11
月
●

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ね
や
ま
開
所

２
月
●

小
栗
山
地
区
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
発
生

９
月
●

国
保
診
療
所
に
歯
科
開
設

11
月
●

定
数
10
人
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
新
議
員
が
誕
生

１
月
●

福
島
遺
産
百
選
に
「
沼
沢
湖
」
が
認
定

３
月
●

山
入
地
区
に
携
帯
電
話
基
地
局
完
成

●

㈱
会
津
か
ね
や
ま
設
立

６
月
●

天
然
炭
酸
水
ａ
ｗ
ａ
心
水
が
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高
金
賞
を
受
賞

７
月
●

金
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
を
募
集
開
始

11
月
●
「
杜
氏
」
佐
藤
壽
一
さ
ん
「
現
代
の
名
工
」
受
賞

●

に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
に
「
中
川
」
が
選
定

12
月
●

東
金
山
中
継
局
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

３
月
●

第
一
中
学
校
・
横
田
中
学
校
が
閉
校

●

沼
沢
・
太
郎
布
地
区
に
携
帯
電
話
基
地
局
が
完
成

４
月
●

金
山
中
学
校
が
開
校

●

金
山
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

５
月
●

金
山
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設

３
月
●

㈱
奥
会
津
か
ね
や
ま
大
自
然
設
立

４
月
●

奥
会
津
振
興
セ
ン
タ
ー
開
所

７
月
●

消
防
操
法
大
会
両
沼
予
選
会
で
二
部
門
優
勝

８
月
●

宮
崎
栗
団
地
跡
記
念
碑
と
記
念
誌
完
成

９
月
●

国
道
４
０
０
号
暫
定
開
通

●

長
谷
川
律
夫
町
長
無
投
票
で
再
選

10
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
２
，
４
６
２
人

１１
月
●

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
金
山
・
西
金
山
局
開
局

12
月
●

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
金
山
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

３
月
●

金
山
小
学
校
新
体
育
館
完
成

４
月
●

か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
供
用
開
始

●

金
山
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
設
立

７
月
●

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

●

国
道
２
５
２
号
二
本
木
橋
流
失
、
町
道
田
沢
橋
西
部
橋
流
失

Ｊ
Ｒ
只
見
線
４
鉄
橋
流
失

住
宅
被
害
１
０
３
棟　

避
難
勧
告
７
地
区
３
６
９
世
帯　

自
主
避
難
９５
世
帯

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る

12
月
●

Ｊ
Ｒ
只
見
線
会
津
川
口
駅
ま
で
運
行
再
開

●

田
沢
橋
・
二
本
木
橋
仮
橋
開
通

３
月
●

か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
80
床
に
増
床

４
月
●

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

５
月
●

交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
達
成

７
月
●

金
山
町
土
地
改
良
区
が
解
散

１２
月
●

田
沢
橋
開
通

４
月
●

道
の
駅
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」
オ
ー
プ
ン

８
月
●

川
口
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水

●

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
ぼ
ま
る
」
誕
生

10
月
●

金
山
町
消
防
団
機
能
別
団
員（
Ｏ
Ｂ
隊
）結
成

１１
月
●

国
道
２
５
２
号
二
本
木
橋
開
通

12
月
●

西
部
橋
開
通

●

定
住
促
進
住
宅
中
川
沖
根
原
住
宅
完
成

３
月
●

金
山
町
少
子
化
対
策
推
進
条
例
制
定

６
月
●

金
山
町
消
防
団
に
総
務
大
臣
感
謝
状

10
月
●

長
谷
川
盛
雄
町
長
が
就
任

12
月
●

広
報
か
ね
や
ま
６
０
０
号
発
行

●

国
道
２
５
２
号
滝
ト
ン
ネ
ル
開
通

1986-2014（昭和61年−平成26年）

１
９
８
６（
昭
和
61
）年

１
９
８
７（
昭
和
62
）年

１
９
８
８（
昭
和
63
）年

１
９
９
０（
平
成
２
）年

１
９
９
１（
平
成
３
）年

１
９
９
２（
平
成
４
）年

１
９
９
３（
平
成
５
）年

１
９
９
４（
平
成
６
）年

１
９
９
５（
平
成
７
）年

１
９
９
６（
平
成
８
）年

１
９
９
７（
平
成
９
）年

１
９
９
８（
平
成
10
）年

１
９
９
９（
平
成
11
）年

２
０
０
０（
平
成
12
）年

２
０
０
１（
平
成
13
）年

２
０
０
２（
平
成
14
）年

２
０
０
３（
平
成
15
）年

２
０
０
４（
平
成
16
）年

２
０
０
５（
平
成
17
）年

２
０
０
６（
平
成
18
）年

２
０
０
７（
平
成
19
）年

２
０
０
８（
平
成
20
）年

２
０
０
９（
平
成
21
）年

２
０
１
０（
平
成
22
）年

２
０
１
１（
平
成
23
）年

２
０
１
２（
平
成
24
）年

２
０
１
３（
平
成
25
）年

２
０
１
４（
平
成
26
）年

１
９
８
９（
平
成
元
）年

金山町大年表
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3月

9月

10月

10月

時 る返り振を写真で年10の町ぐなつを代

2015
平成27年

2016
平成28年

2017
平成29年

金山町温泉保養施設「せせらぎ荘」が
リニューアルオープン

国道252号本名トンネル工事着工

1月

5月

6月

2018
平成30年

金山ＦＭ補完中継局本放送始まる　
ほぼ全ての地区でラジオ聴取が可能に

ＪＲ只見線会津川口・只見間鉄道復旧工事起工

金山町多目的共同住宅「上横田共同住宅」が完成

金山町が誕生してから60年
合併60周年記念式典を御神楽館で開催

JR只見線への愛着を深めるねらいで
「金山町只見線にみんなで手を振ろう」条例施行

金山町大年表2015-2025
（平成27年−令和7年）

１
月
●

交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
３
０
０
０
日
達
成

３
月
●

金
山
町
只
見
線
に
み
ん
な
で
手
を
振
ろ
う
条
例
施
行

●

定
住
促
進
住
宅
川
口
馬
場
住
宅
完
成

４
月
●
「
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業
」（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
）開
始

●

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
川
口
馬
場
住
宅
入
居
開
始

５
月
●

開
発
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
を
終
え
こ
け
ら
落
と
し

10
月
●

合
併
60
周
年
記
念
式
典

●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
２
，
１
８
９
人

11
月
●

町
議
会
議
員
選
挙
８
年
ぶ
り
に
選
挙

12
月
●

５
町
に
よ
る
一
級
河
川
只
見
川
河
川
整
備
促
進
期
成
同
盟
設
立

１
月
●

東
金
山
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
本
放
送
始
ま
る

３
月
●

Ｊ
Ａ
よ
つ
ば
誕
生

９
月
●

金
山
町
温
泉
保
養
施
設

「
せ
せ
ら
ぎ
荘
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
●

金
山
中
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
増
築

11
月
●

西
金
山
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
本
放
送
始
ま
る

３
月
●

金
山
町
定
住
促
進
住
宅（
川
口
）完
成

10
月
●

国
道
２
５
２
号
本
名
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
工

１
月
●

金
山
Ｆ
Ｍ
補
完
中
継
局
本
放
送
始
ま
る

４
月
●

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行
を
開
始

５
月
●

金
山
町
多
目
的
共
同
住
宅
「
上
横
田
共
同
住
宅
」
が
完
成

６
月
●

Ｊ
Ｒ
只
見
線
会
津
川
口
・
只
見
間
鉄
道
復
旧
工
事
起
工

９
月
●

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場（
大
塩
）オ
ー
プ
ン

10
月
●

押
部
源
二
郎
町
長
が
就
任

３
月
●

金
山
町
定
住
促
進
住
宅（
上
横
田
）完
成

10
月
●

県
立
川
口
高
校
創
立
70
周
年
記
念
式
典

●

国
道
２
５
２
号
本
名
ト
ン
ネ
ル
貫
通

12
月
●

定
数
８
人
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
新
議
員
が
誕
生

●

例
年
に
な
い
浅
雪

４
月
●

車
両
キ
ハ
40
ラ
ス
ト
ラ
ン

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
ま
ん
延

７
月
●

東
北
電
力
奥
会
津
水
力
館
み
お
里
Ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
オ
ー
プ
ン

10
月
●

国
勢
調
査
実
施
、
人
口
１
，
８
６
２
人

12
月
●

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
が
完
了

●

会
津
川
口
駅
広
場
無
散
水
消
雪
開
始

●

定
住
促
進
住
宅（
上
横
田
）完
成

３
月
●

奥
会
津
か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合
創
立

４
月
●

第
五
次
金
山
町
総
合
計
画
期
間
開
始

８
月
●

只
見
線
全
線
開
通
か
ら
50
年

10
月
●

町
の
一
部
地
域
が
越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
に
編
入

１
月
●

国
道
２
５
２
号
本
名
ト
ン
ネ
ル
開
通

４
月
●

金
山
町
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

１０
月
●

Ｊ
Ｒ
只
見
線
11
年
ぶ
り
に
全
線
運
転
再
開

●

押
部
源
二
郎
町
長
無
投
票
で
再
選

１１  
月
●

奥
会
津
金
山
赤
カ
ボ
チ
ャ
生
産
者
協
議
会
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

３
月
●

金
山
町
の
マ
タ
タ
ビ
細
工
が

福
島
県
伝
統
工
芸
品
に
指
定

４
月
●

広
報
か
ね
や
ま
７
０
０
号
発
行

５
月
●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

地
域
事
業
が
再
開

８
月
●

沼
沢
湖
水
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

●

金
山
町
定
住
促
進
住
宅（
川
口
）完
成

３
月
●

国
道
２
５
２
号
水
沼
工
区
完
成

９
月
●

福
島
県
会
津
地
方
防
災
訓
練
開
催

１２
月
●

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
月
●

金
山
観
測
所（
中
川
）で
観
測
史
上
最
大
積
雪
量

２
ｍ
35
㎝
を
記
録
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る

３
月
●

横
田
、
金
山
小
学
校
が
閉
校

４
月
●

横
田
、
金
山
小
学
校
が
統
合
し

か
ね
や
ま
小
学
校
と
な
る

１０
月
●

町
道
中
川
・
大
栗
山
線
開
通

11
月
●

合
併
70
周
年
記
念
式
典

２
０
１
５（
平
成
27
）年

２
０
１
６（
平
成
28
）年

２
０
１
７（
平
成
29
）年

２
０
１
８（
平
成
30
）年

２
０
２
０（
令
和
２
）年

２
０
２
１（
令
和
３
）年

２
０
２
２（
令
和
４
）年

２
０
２
３（
令
和
５
）年

２
０
２
４（
令
和
６
）年

２
０
２
５（
令
和
７
）年

２
０
１
９（
平
成
31
・
令
和
元
）年
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国道252号本名トンネル完成

奥会津かねやま福業協同組合創立

新型コロナウイルス感染症の流行
感染症対策でオンライン事業を導入

車両・キハ40　多くの人に見送られラストラン

東北電力奥会津水力館
みお里ＭＩＯＲＩがオープン

金山町定住促進住宅（上横田）完成

3月

4月

2021
令和３年

2022
令和４年

ＪＲ只見線全線運転再開

国道252号水沼工区完成
各小学校で閉校式を実施

1月

10月

10月

11月

3月

3月

4月

5月

2024
令和６年

2025
令和７年

新型コロナウイルス感染症が５類に移行
地域事業の再開

奥会津金山赤カボチャ生産者協議会
豊かなむらづくり全国表彰事業において

農林水産大臣賞受賞

かねやま小学校開校

金山マタタビ細工
全国編み組工芸品展において経済産業大臣賞受賞

移住支援センター開設町道中川・大栗山線開通

4月

5月

7月

2020
令和２年

2019
令和元年

2023
令和５年

3月

3月
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只見線から見える春夏秋冬や橋梁の景色がきれいです

消防に関して協力的な皆さんにいつも助けられています

金山町民にしか分からない
独特のなまりや方言が心地よいです

山々が芽吹き始める時期や
雪が降り始める時の景色がとてもきれいです

緑豊かで澄んだ空気と
美味しい水が魅力です

特にひょっとこ亭の霧幻峡らーめん、
赤かぼちゃらーめん、ゴロチャーめんがおすすめです

世界に一つしかない赤カボチャを
ここで栽培できることを誇りに思います スキー場からの景色や

滝沢川おう穴群の
紅葉がおすすめです

かねやま

この他にも

たくさんの魅力
が

挙がりました

自然

き好大
未来へつな　　 げたい魅力

町民の皆さんに
未来へつなげたい
金山町の魅力や、
好きな所について
伺いました。

かねやま小学校の皆さん

かねやまホームの皆さん奥会津金山大自然の皆さん 川口高校の皆さん

会津坂下消防署金山出張所の皆さん

式典で町民の歌を披露した皆さん 金山中学校の皆さん 山十建設の皆さん

グルメ

奥会津金山
赤カボチャ

移住支援 子育て支援 スキー場

炭酸水 沼沢湖

ダ ム 古民家 まつり

霧幻峡の
渡し

かぼまるが
かわいい

ぽかぽかの
温泉

静かで
よく眠れる

人が優しくて
明るい

ご近所
づきあい家 族

美味しい
ご飯やケーキ

皆で子どもを
見守っている
雰囲気

少人数教育
だから生まれる
団結力

移住者が増えて
空き家だった所が
明るくなった

観光客が
たくさん
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かねやまの

四季
かねやまの

特産品

未 来へ
つなげ たい
かね やま

かねやまの

伝統
かねやまの

文化財

沼沢湖へ行く途中に通
る太郎布地区にあるい
ちょうの木。

群青色の空に
映えるいちょう

多い場所では３メー
トルを超える積雪
がある、県内でも有
数の豪雪地帯。

金山の地を
覆い尽くす雪

会津中川駅周辺では毎年桜が咲き、只
見線と一緒に撮影することができる。駅
の向かいには菜の花も咲き誇り、春の
訪れを感じられる。

春の訪れを感じさせる只見線

尻吹峠頂上を少し下った
場所からは、大志地区が
一望できる。

大志俯瞰から望む深緑
おお し ふ かん

山に自生するマタタビを収
穫し、割いたものを編み込
んで作られる。定期的に講
習会が開かれ、後世へつな
いでいきたい自然豊かな
金山ならではの工芸品。

マタタビ細工
くざい

濃いオレンジ色の皮と、お尻に大きな「へそ」
があるのが特徴的。一般的なカボチャよりコク
のある甘みを持ち、すぐに食べるとホクホク、
熟成させるとしっとりとした食感が楽しめる。

奥会津金山赤カボチャ
おく あい づ かね やま あか

一日に限られた量しか採
取することができない貴
重な純国産の天然炭酸
水。軟水にして微炭酸と
いうまろやかな口あたり。

奥会津金山 天然炭酸の水
おくあい づ かね やま てん ねん たん さん みず

昭和49年５月７日に県
指定文化財に。両眼には
水晶で作られた玉眼が
はめ込まれ、体全体に塗
られた漆の上には金箔
が施されている。

宮崎聖観音坐像
みや ざきしょうかん のん ざ ぞう

昭和53年４月７日に県指定文化財に。江戸時
代中期の宝暦頃に建てた沼沢地区の五十島
家を、原型を残したまま正確に復元したもの。

旧五十島家住宅
きゅう い が しま け じゅうたく

毎年２月８日の夕方頃から始まる。輪になり
長い数珠を反時計回りに回しながら「ナン
マイダ」と念仏を唱え、その年の無病息災と
家内安全を祈る。

百万遍
ひゃくまん べん

無病息災を願い、小正月の夜に行われる冬
の風物詩。各家から持ち寄った御札や正月
飾りを供え、四方から火を放つ。

歳の神
さい かみ

川床の岩のくぼみなどに小石が入り、水流で回
転しながら川床を深く削った穴のことを表す「お
う穴」。滝沢川のおう穴は東北最大級を誇る。

滝沢川おう穴群
たき ざわ がわ けつ ぐん

昭和52年７月１日に町指定文化財
に。幅5メートル、高さ約2メートル、
奥行き1.5メートルの洞穴に彫られ
た、江戸時代後期の51体の仏像群。

鮭立の

磨崖仏

さけ だち

ま がい ぶつ

Marvelous!
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F r i e n d s h i p  C i t y

金
山
町
は
埼
玉
県
羽
生
市
・
埼
玉
県
鴻

巣
市
と
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
ま
す
。
両

市
と
友
好
都
市
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
金
山
町
の
町
史
編
纂（
そ
の
土

地
の
歴
史
や
人
物
を
収
録
し
た
も
の
）で

し
た
。

横
田
中
丸
城
主
・
山
ノ
内
氏
勝
の
子
孫

で
あ
る
横
田
氏
は
鴻
巣
市（
旧
吹
上
町
）に

居
住
し
代
々
医
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の

後
、
横
田
氏
は
羽
生
市
に
移
り
住
み
ま
し

た
。こ

う
し
た
歴
史
的
な
結
び
つ
き
に
よ

り
、
金
山
町
は
昭
和
57
年
に
埼
玉
県
羽
生

市
と
、
平
成
７
年
に
埼
玉
県
吹
上
町
と
友

好
都
市
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
17

年
10
月
１
日
に
吹
上
町
と
鴻
巣
市
川
里
町

が
合
併
し
新
し
い
鴻
巣
市
が
誕
生
し
た
こ

と
か
ら
、
平
成
18
年
に
改
め
て
鴻
巣
市
と

友
好
都
市
を
結
び
ま
し
た
。

ち
ょ
う
し
へ
ん
さ
ん

羽
生
市
は
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
も
ち

米
で
包
ん
だ「
い
が
ま
ん
し
ゅ
う
」や
、

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
使
用
し
た
商
品
で
有

名
で
す
。「
田
山
花
袋
」の
小
説「
田
舎

教
師
」の
舞
台
に
も
な
っ
て
お
り
、
作

者
名
に
ち
な
ん
だ
花
袋
せ
ん
べ
い
が

商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
藍
染
の
ま
ち

で
も
あ
り
、
武
州
正
藍
染
は
手
染
め

の
微
妙
な
風
合
い
が
あ
り
色
合
い
は

と
て
も
美
し
い
逸
品
で
す
。
市
の
木

は
モ
ク
セ
イ
、
花
は
フ
ジ
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
の
人
形
製
作
は
約
４
０
０

年
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
江
戸

時
代
か
ら「
ひ
な
人
形
の
ま
ち
」と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
関
東
三
大

雛
市
」の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
お

り
、
現
在
も
伝
統
の
技
術
を
守
り
な

が
ら
質
の
高
い「
鴻
巣
雛
」が
製
作
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
有
数
の
花
産
地

で
も
あ
り
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ

ル
ビ
ア
は
出
荷
量
日
本
一
を
誇
り
ま

す
。
市
の
木
は
け
や
き
、
花
は
パ
ン

ジ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴代議長

一
・
四
代

渡
邉

　利
一
郎

十
四
・
十
五
代

長
谷
川

　律
夫

七
・
八
代

渡
部

　義
博

二
・
三
代

渡
部

　文
衛

十
六
代

長
谷
川

　盛
雄

九
・
十
・
十
一
代

長
谷
川

　恒
雄

五
・
六
代

長
谷
川

　源
太
郎

十
七
代
・
十
八
代

押
部

　源
二
郎

十
二
・
十
三
代

齋
藤

　勇
一

初

　代

　
　長
谷
川

　源
太
郎

二

　代

　
　長
谷
川

　源
太
郎

三

　代

　
　長
谷
川

　源

　清

四

　代

　
　星

　
　
　賢

　正

五

　代

　
　星

　
　
　賢

　正

六

　代

　
　坂

　内

　逸

　次

七

　代

　
　渡

　部

　義

　博

八

　代

　
　加

　藤

　伊
之
助

九

　代

　
　栗

　城

　勝

　雄

十

　代

　
　栗

　田

　正

　男

十
一
代

　
　渡

　部

　太

　一

十
二
代

　
　青

　栁

　儀

　忠

十
三
代

　
　星

　
　
　賢

　一

十
四
代

　
　滝

　沢

　宏

　吉

十
五
代

　
　舩

　城

　和

　雄

十
六
代

　
　長
谷
川

　盛

　雄

十
七
代

　
　長
谷
川

　盛

　雄

十
八
代

　
　五
ノ
井

　清

　二

十
九
代

　
　五
ノ
井

　清

　二

二
十
代

　
　五
ノ
井

　義

　一

二
十
一
代

　五
ノ
井

　義

　一

歴史でつなぐ友好都市Event
S chedule

羽生市

埼玉県羽生市 さいたまけん
はにゅうし

埼玉県鴻巣市 さいたまけん
こうのすし

３月中旬

藍のまち羽生
　  さわやかマラソン大会

４月下旬～５月下旬

大天白公園の藤まつり

７月上旬

羽生夏まつり

10月上旬

羽生よさこいフェスティバル

11月上旬

商工まつり

11月２日～11月15日

菊花大会

11月下旬

世界キャラクターさみっと
　　　　　　　　 in羽生

鴻巣市
２月中旬～３月上旬

鴻巣びっくりひな祭り

３月下旬～４月上旬

鴻巣さくら祭り

吹上さくら祭り

川里さくら祭り

５月中旬

こうのす花まつり

７月上旬

夏祭り

10月上旬

こうのす花火大会

10月中旬

おおとり祭り

10月下旬

コスモスフェスティバル

11月上旬

かわさとフェスティバル

11月中旬

産業祭
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金
山
町
の
こ
と

金
山
町
民
憲
章

（
昭
和
60
年
３
月
30
日
制
定
）

（
昭
和
60
年
３
月
30
日
制
定
）

一
、
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
く
り
ま
し
ょ
う

金山町の特産として生活に密着し、

厳しい自然の中で育ちゆく姿は

町の発展を象徴しています。

純白でかざり気のない花は、

町の人々のあたたかな心の

ふれあいを表わしています。

山あいにこだまする

のどかな鳴き声は、

平和で素朴な自然を歌っています。

町の鳥 「かっこう」

町の木 「桐」

町の花 「こぶし」

金
山
町
民
の
歌

御
神
楽
お
ろ
し
が

　春
を
よ
ぶ

こ
ぶ
し
花
咲
く

　ふ
る
さ
と
は

心
ゆ
た
か
な

　桐
の
町

み
ど
り
の
風
の
さ
さ
や
き
に

未
来
の
あ
し
お
と

　き
こ
え
ま
す

限
り
な
い
希
望
に
む
か
い

　鳥
が
な
く

「
か
っ
こ
う

　か
っ
こ
う
」

い
い
な
あ

　か
ね
や
ま

い
で
ゆ
の

　紅
葉

火
祭
り
か
こ
み
輪
に
な
っ
て

み
ん
な
仲
よ
く

　み
ん
な
仲
よ
く

共
に
励
ま
ん

　金
山
町

共
に
歌
わ
ん

　金
山
町

作
詞

：

佐

　藤

　ス
イ
子

補
作

：

村
野
井

　幸

　雄

作
曲

：

皆

　川

　郁

　夫
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